
九
九

東
京
大
学
史
料
の
保
存
に
関
す
る
委
員
会
彙
報

○
東
京
大
学
史
料
の
保
存
に
関
す
る
委
員
会
委
員
名
簿

　

平
成
二
�
年
�
�
月
�
六
日
付

　

委
員
長　

高　

橋　
　
　

進
（　

法　

・
教　

授
）

　

委
員　
　

川　

上　

憲　

人
（　

医　

・
教　

授
）

　
　

〃　
　

藤　

井　

恵　

介
（　

工　

・
教　

授
）

　
　

〃　
　

土　

田　

龍
太
郎
（　

文　

・
教　

授
）

　
　

〃　
　

村　

上　
　
　

隆
（　

理　

・
教　

授
）

　
　

〃　
　

松　

本　

武　

祝
（　

農　

・
教　

授
）

　
　

〃　
　

石　

原　

俊　

時
（
経　

済
・
准
教
授
）

　
　

〃　
　

橋　

本　

毅　

彦
（
教　

養
・
教　

授
）

　
　

〃　
　

橋　

本　

鉱　

市
（
教　

育
・
准
教
授
）

　
　

〃　
　

折　

原　
　
　

裕
（　

薬　

・
准
教
授
）

　
　

〃　
　

鈴　

木　
　
　

董
（
東
文
研
・
教　

授
）

　
　

〃　
　

村　

松　
　
　

伸
（
生　

研
・
教　

授
）

　
　

〃　
　

古　

田　

元　

夫
（
図
書
館
・
館　

長
）

　
　

〃　
　

末　

柄　
　
　

豊
（
史　

料
・
准
教
授
）

   

幹
事　
　

若　

井　

祐　

次
（
総
務
法
務
系
・
統
括
長
）

　

幹
事　
　

御　

厩　

祐　

司
（
財
務
系
・
統
括
長
）

　
　
　
　
　
　

東
京
大
学
史
史
料
室
彙
報

平
成
二
�
年
二
月
よ
り
平
成
二
二
年
�
月
末
ま
で
の
東

京
大
学
史
史
料
室
事
業
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

〈
資
料
収
集
・
調
査
活
動
〉

○
史
料
受
贈
等
（
件
名
・
日
付
は
「
史
料
室
日
誌
抄
録
」『
東

京
大
学
史
史
料
室
ニ
ュ
ー
ス
』
に
掲
載
）　

二
点

○
学
外
よ
り
の
受
贈
図
書
（
図
書
名
は
『
東
京
大
学
史
史

料
室
ニ
ュ
ー
ス
』
に
掲
載
）　

三
六
〇
点

○
学
内
受
入
図
書
類　

九
三
点

○
購
入
図
書　

四
九
点

〈
史
料
公
開
業
務
〉

○
研
究
活
動

『
東
京
大
学
史
紀
要
』（
年
�
回
発
行
）

編
集
：
東
京
大
学
史
料
の
保
存
に
関
す
る
委
員
会

発
行
：
東
京
大
学
史
史
料
室

第
二
七
号　

二
〇
〇
九
年
三
月
発
行

　
　
　
　
　
　

Ｂ
５
版
六
九
頁　

七
〇
〇
部
印
刷

○
広
報
活
動

『
東
京
大
学
史
史
料
室
ニ
ュ
ー
ス
』（
年
二
回
発
行
）

第
四
二
号　

二
〇
〇
九
年
三
月
三
�
日
発
行

　
　
　
　
　
　

Ａ
４
版
八
頁　

�
六
〇
〇
部
印
刷

第
四
三
号　

二
〇
〇
九
年
�
�
月
三
〇
日
発
行

　
　
　
　
　
　

Ａ
４
版
八
頁　

�
六
〇
〇
部
印
刷

○
見
学

平
成
二
�
年
�
�
月
�
九
日

　

情
報
学
環
大
学
院
小
川
ゼ
ミ
の
見
学

○
そ
の
他

平
成
二
�
年
三
月
二
八
日
～
六
月
二
八
日

　

矢
内
原
忠
雄
展
（
駒
場
博
物
館
）
に
所
蔵
史
料
出
品

平
成
二
二
年
�
月
二
二
日

　

第
六
七
回
史
料
保
存
委
員
会
参
加

○
閲
覧

閲
覧
者
数　

延
四
七
名
（
学
内
�
三
名
、学
外
三
四
名
）

○
件
名

・
授
業
で
使
用
す
る
た
め
、『
帝
国
大
学
入
学
堤
要
』
昭

和
�
四
年
新
版
、『
帝
国
大
学
受
験
提
要
』
大
正
�
�

彙　

報



�
〇
〇

～
�
三
年
、『
大
学
入
試
案
内
』
昭
和
二
�
、
二
二
年

を
閲
覧
。

・
調
査
・
研
究
の
た
め
、『
東
京
大
学
大
学
院
学
生
便
覧
』

昭
和
二
八
～
平
成
二
〇
年
、『
法
文
理
三
学
部
�
覧
』

明
治
�
三
、
�
四
年
を
閲
覧
。

・
研
究
・
論
文
作
成
の
た
め
、『
巽
軒
日
記
』
を
閲
覧
。

・
研
究
の
た
め
、『
帝
国
大
学
入
学
提
要
』
昭
和
四
年
、

九
年
、
�
四
年
度
、『
帝
国
大
学
入
学
受
験
提
要
』
大

正
�
三
年
、『
大
学
入
学
案
内
』
を
閲
覧
。

・ 

井
上
哲
次
郎
日
記
の
内
容
・
状
態
の
確
認
調
査
の
た
め
、

『
巽
軒
日
記
』
を
閲
覧
。

・
応
用
科
学
科
の
歴
史
に
関
す
る
調
査
の
た
め
、『
文
部

省
往
復
』
大
正
四
、
五
年
を
閲
覧
。

・ 

研
究
の
た
め
、『
加
藤
弘
之
日
記
』
明
治
三
～
八
、
�
�

年
を
閲
覧
。

・ 

研
究
の
た
め
、『
加
藤
弘
之
日
記
』
明
治
�
�
、
二
七
、 

三
五
、
四
四
年
を
閲
覧
。

・
開
成
学
校
の
外
国
人
教
師H

.Ritten

に
つ
い
て
、『
文

部
省
及
諸
向
往
復
』
明
治
六
年
を
閲
覧
。

・
明
治
�
六
年
事
件
に
つ
い
て
、『
文
部
省
及
諸
向
往
復
』

明
治
�
六
年
、『
明
治
�
六
年
�
〇
月
二
七
日
事
件
書

類
』
を
閲
覧
。

・
学
術
研
究
の
た
め
、『
渡
邊
洪
基
史
料
目
録
』
を
閲
覧
。

・
学
術
研
究
の
た
め
、『
文
部
省
及
諸
向
往
復
』
明
治

�
六
年
、『
明
治
�
六
年
�
〇
月
二
七
日
事
件
書
類
』

を
閲
覧
。

・ 

歴
代
前
田
藩
主
に
つ
い
て
、『
国
史
大
事
典
』
を
閲
覧
。

・
台
湾
出
身
者
魏
火
曜
氏
に
つ
い
て
、『
朝
鮮
台
湾
学
生

関
係
書
類
』
昭
和
七
年
、『
台
湾
学
生
在
学
異
動
調
・

台
湾
学
生
新
入
学
者
調
』、『
文
部
省
往
復
』
昭
和
六
年
、

『
留
学
生
関
係
書
類
』
昭
和
�
五
～
�
八
年
、『
五
月
末

現
在
外
国
人
学
生
調
』
昭
和
七
年
～
�
三
年
を
閲
覧
。

・
戦
後
の
東
京
大
学
の
入
試
に
関
し
て
、『
大
学
入
試
案

内
』、『
帝
国
大
学
新
聞
』
昭
和
�
九
～
二
三
年
を
閲
覧
。

・ 

帝
国
大
学
創
立
期
に
つ
い
て
、『
渡
邊
洪
基
史
料
目
録
』、

『
学
士
養
成
関
係
』
明
治
�
九
年
を
閲
覧
。

・ 
創
立
期
帝
国
大
学
の
研
究
の
た
め
、『
学
士
養
成
関
係
』

明
治
�
九
～
三
�
年
を
閲
覧
。

・ 

創
立
期
帝
国
大
学
の
研
究
の
た
め
、『
学
士
養
成
関
係
』

明
治
二
〇
～
二
三
年
を
閲
覧
。

・ 

創
立
期
帝
国
大
学
の
研
究
の
た
め
、『
学
士
養
成
関
係
』

明
治
二
三
～
二
六
年
を
閲
覧
。

・
�
八
八
〇
年
代
の
東
京
大
学
予
備
門
生
の
生
活
に
関
す

る
調
査
の
た
め
、『
明
治
�
六
年
�
〇
月
二
七
日
事
件

書
類
』、『
旧
制
高
等
学
校
史
研
究
』、『
大
学
今
昔
譚
』

を
閲
覧
。

・
創
立
期
帝
国
大
学
の
研
究
の
た
め
、『
学
士
養
成
関
係
』

明
治
二
七
～
三
�
年
を
閲
覧
。

・
創
立
期
帝
国
大
学
の
研
究
の
た
め
、『
文
部
省
及
諸
向

往
復
』
明
治
二
�
～
二
七
年
、『
諸
官
庁
往
復
』
明
治

二
三
、
二
四
年
、『
加
藤
弘
之
日
記
』
を
閲
覧
。

・ 

研
究
論
文
作
成
の
た
め
、『
文
部
省
往
復
』
昭
和
�
七

～
�
九
年
を
閲
覧
。

・ 

研
究
論
文
作
成
の
た
め
、『
文
部
省
往
復
』
昭
和
�
五
、 

�
六
、
二
〇
年
、『
科
学
研
究
費
関
係
』
昭
和
�
八
、 

�
九
年
を
閲
覧
。

・ 

日
本
の
大
学
開
放
史
に
お
け
る
加
藤
弘
之
の
役
割
及

び
加
藤
の
思
想
等
の
研
究
の
た
め
、『
加
藤
弘
之
日
記
』

明
治
�
八
～
二
三
年
を
閲
覧
。

・ 

卒
業
論
文
作
成
の
た
め
、『
文
部
省
往
復
目
録
』
明
治

�
四
～
�
七
年
を
閲
覧
。

・
七
徳
堂
名
前
の
由
来
の
調
査
の
た
め
、『
帝
国
大
学
新

聞
』
第
�
四
、
�
五
巻
を
閲
覧
。

・
学
術
研
究
の
た
め
、『
大
学
院
特
別
研
究
生
関
係
』
昭

和
�
八
～
二
〇
年
、『
内
田
祥
三
史
料
』
を
閲
覧
。

・
卒
業
論
文
作
成
の
た
め
、『
文
部
省
往
復
』
明
治
�
四

～
�
八
、
二
�
～
二
五
、
二
八
年
を
閲
覧
。

・
家
系
調
査
の
た
め
、『
東
京
大
学
医
学
部
�
覧
』
明
治

�
〇
年
を
閲
覧
。



�
〇
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・ 
学
術
研
究
の
た
め
、『
第
�
高
等
中
学
校
�
覧
』を
閲
覧
。

・
帝
国
大
学
の
女
子
聴
講
生
調
査
の
た
め
、『
文
部
省
往

復
』
大
正
�
�
～
�
五
、
昭
和
四
年
を
閲
覧
。

・
全
国
大
学
史
資
料
協
議
会
展
示
の
た
め
、『
文
部
省
准

允
』
自
明
治
�
九
年
至
明
治
二
〇
年
を
閲
覧
。

・
玉
座
に
つ
い
て
の
調
査
の
た
め
、『
東
京
帝
国
大
学
大

講
堂
建
築
概
略
』、『
建
築
設
計
叢
書　

東
京
帝
国
大
学

大
講
堂
』
を
閲
覧
。

・
学
生
運
動
に
つ
い
て
、『
東
大
新
聞
』
昭
和
四
三
、四
四

年
を
閲
覧
。

○
照
会

　

照
会
者
数　

延
七
�
名
（
学
内
二
四
名
、学
外
四
七
名
）

・
東
京
大
学
の
創
設
さ
れ
た
年
は
い
つ
か
。
帝
国
大
学
令

の
年
は
。

・
昭
和
�
七
年
法
学
部
入
学
生
の
卒
業
年
に
つ
い
て
。

・
初
代
文
相
の
森
有
礼
と
帝
大
生
と
の
摩
擦
・
葛
藤
に
つ

い
て
。

・ 『
東
大
百
年
史
』
資
料
三
の
統
計
で
「
学
生
」
と
「
生
徒
」

の
区
別
が
さ
れ
て
い
た
の
で
、意
味
を
教
え
て
ほ
し
い
。

・
�
九
二
〇
年
の
帝
大
法
学
部
に
英
法
学
科
は
あ
っ
た

か
。

・
八
角
講
堂
（
現
在
の
法
文
�
号
館
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
）

の
写
真
を
所
蔵
し
て
い
な
い
か
。

・ 『
百
年
史
』
執
筆
者
の
中
で
、明
治
初
期
の
「
東
京
大
学
」

に
詳
し
い
と
さ
れ
る
人
物
は
。

・
史
料
室
所
蔵
の
『
南
校
�
覧
』
内
に
、「
窪
田
堅
」（
福

山
藩
）
と
い
う
人
物
は
い
る
か
。

・
明
治
時
代
の
祖
父
の
情
報
や
動
向
を
知
り
た
い
。

・
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
の
南
部
先
生
の
経
歴
確
認
等
に
つ

い
て
。

・『
東
京
大
学
百
年
史
』
資
料
の
凡
例
等
に
つ
い
て
。

・
台
湾
の
留
学
生
で
戦
前
期
、
魏
火
曜
と
い
う
人
物
が
医

学
部
を
卒
業
し
て
い
る
か
。

・
昭
和
五
年
当
時
、
薬
学
科
の
修
業
年
限
は
。

・
本
学
八
〇
年
前
の
卒
業
者
氏
名
録
に
つ
い
て
。

・
創
立
百
周
年
記
念
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
。

・
松
井
直
吉
関
係
史
料
の
情
報
に
つ
い
て
。

・ 

�
九
五
六
～
五
七
年
頃
、当
時
の
総
長
（
矢
内
原
忠
雄
）

と
学
生
�
〇
数
名
が
懇
談
す
る
機
会
が
あ
っ
た
が
、
そ

の
日
付
と
、
�
緒
に
出
席
し
て
い
た
事
務
長
（
？
）
の

名
前
が
知
り
た
い
。

・
東
大
出
身
者
の
名
簿
等
に
つ
い
て
。

・
史
料
室
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
記
録
に
つ
い
て
。

・
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
大
学
管
理
職
の
経
歴

等
に
つ
い
て
。

・
赤
門
、
三
四
郎
池
、
安
田
講
堂
な
ど
の
正
式
名
称
に
つ

い
て
。

・
東
大
の
校
旗
に
つ
い
て
。

・『
大
学
史
紀
要
』
の
投
稿
規
程
に
つ
い
て
。

・
東
大
の
歴
史
を
踏
ま
え
た
映
像
・
ビ
デ
オ
は
あ
る
か
？

で
き
れ
ば
教
育
史
の
授
業
で
活
用
し
た
い
。

・
史
料
室
に
第
二
工
学
部
関
係
史
料
は
あ
る
か
。

・
七
徳
堂
に
つ
い
て
。

・
東
大
紛
争
に
よ
っ
て
入
試
が
中
止
に
な
っ
た
年
代
に
つ

い
て
。

・
喬
松
岩
の
留
学
生
記
録
に
つ
い
て
（
大
正
九
年
～
短
い

時
間
）。

・
公
開
講
座
二
三
の
「
水
」
の
記
録
は
あ
る
か
。

・
�
九
四
五
年
法
学
部
入
学
者
が
三
年
間
で
卒
業
は
あ
り

え
る
か
。

・
戦
前
の
シ
ラ
バ
ス
に
つ
い
て
。

・
お
雇
い
教
師
ハ
ウ
ス
ク
ネ
ヒ
ト
の
写
真
に
つ
い
て
。

・
江
戸
時
代
の
昌
平
校
と
東
京
大
学
の
関
係
。

・
�
高
の
寮
歌
「
あ
あ
玉
杯
」
の
歌
詩
の
内
容
が
書
か
れ

た
資
料
を
教
え
て
ほ
し
い
。

・
東
大
に
在
学
中
に
「
学
徒
出
陣
」
し
た
生
徒
が
、
戦
没

し
た
場
合
学
校
を
卒
業
で
き
る
の
か
。

・
東
大
で
の
御
真
影
と
教
育
勅
語
の
接
収
に
つ
い
て
。



�
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・
戦
前
の
『
学
習
院
�
覧
』
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
所
在
に

つ
い
て
。

・
赤
門
建
設
の
年
。

・
七
徳
堂
の
名
称
に
つ
い
て
。

・
二
〇
〇
五
年
以
前
の
東
京
大
学
工
学
部
二
号
館
の
看
板

の
裏
側
に
あ
る
文
字
に
つ
い
て
。

・
柏
原
英
�
氏
の
卒
業
論
文
題
目
に
つ
い
て
（
昭
和
八
年

卒
業
）。

・
所
蔵
史
料
の
マ
イ
ク
ロ
閲
覧
は
印
刷
可
能
か
。

・
大
学
創
立
�
二
〇
周
年
を
記
念
し
て
大
学
史
を
編
纂
中

で
あ
る
が
、
い
ろ
い
ろ
教
え
て
ほ
し
い
。

・
八
〇
年
代
の
大
学
国
際
交
流
活
動
に
つ
い
て
。

・
司
法
省
法
学
校
の
公
文
書
類
の
所
在
。

・ 

�
九
�
〇
～
�
九
四
五
年
こ
ろ
ま
で
の
朝
鮮
か
ら
の
留

学
生
受
入
れ
史
料
の
所
在
に
つ
い
て
。

・
戦
前
、
戦
後
の
東
京
大
学
の
進
学
率
に
つ
い
て
。

・ 

昭
和
二
三
年
こ
ろ
の
理
学
部
校
舎
写
真
の
所
在
に
つ
い

て
。

・
わ
だ
つ
み
会
発
足
に
つ
い
て
の
資
料
を
見
た
い
。

・
図
書
館
や
博
物
館
、
史
料
室
の
所
蔵
史
料
は
情
報
公
開

法
の
適
用
を
受
け
る
か
。

・
戦
時
中
の
文
学
部
に
お
け
る
韓
国
人
留
学
生
に
つ
い

て
。

・
赤
門
の
朱
色
は
、「
タ
ン
ニ
塗
り
」
か
。

・ 『
東
京
帝
国
大
学
五
〇
年
史
』
や
『
東
京
大
学
百
年
史
』

の
購
入
方
法
等
に
つ
い
て
。

・ 

明
治
期
の
学
帽
写
真
と
昭
和
・
紛
争
期
の
攻
防
写
真
に

つ
い
て
。

・『
随
想
東
大
百
年
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
制
服
、
制
帽

の
出
典
を
知
り
た
い
。

・ 

航
空
写
真
（
昭
和
�
�
年
）
を
見
た
い
、使
用
し
た
い
、

そ
の
場
合
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。

・
息
子
（
中
学
三
年
生
）
の
調
べ
学
習
で
、「
加
賀
藩
の

こ
ろ
か
ら
東
京
大
学
が
で
き
て
学
部
が
集
ま
る
ま
で
の

歴
史
」
を
調
べ
た
い
。
夏
目
漱
石
の
脳
を
見
る
こ
と
は

で
き
る
の
か
。

・
親
族
の
こ
と
を
調
査
し
て
い
る
が
、
帝
大
時
代
の
法
科

に
在
籍
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
史
料
を
調
べ
た
い
。

・
女
子
寮
の
閉
鎖
に
と
も
な
う
資
料
の
委
託
に
つ
い
て
相

談
し
た
い
。

・
戦
前
期
の
教
員
の
写
真
所
在
に
つ
い
て
。
安
井
小
太
郎

（
�
高
）、市
村
■
次
郎
・
岡
田
正
之
・
塩
谷
温（
文
学
部
）。

・
新
聞
研
究
所
の
沿
革
史
に
つ
い
て
。

・
昭
和
期
の
『
学
内
広
報
』
の
所
在
に
つ
い
て
。
電
子
複

写
の
有
無
。

・
ホ
リ
ウ
チ
ト
ク
ゾ
ウ
が
、
明
治
期
に
東
大
の
医
学
部
に

在
学
し
て
い
た
が
、
い
つ
の
こ
と
か
。

・
昭
和
三
〇
年
の
大
学
院
外
国
人
研
究
生
制
度
に
つ
い

て
。

・
松
平
春
嶽
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
史
料
に
つ
い
て
。

・
ミ
ュ
ル
レ
ル
、
下
山
の
銅
像
が
造
ら
れ
た
理
由
及
び
年

代
に
関
す
る
資
料
。

・
相
良
知
安
の
銅
像
が
建
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
の
文
献
は

あ
る
か
。

・
大
叔
父
（
大
伯
父
）
が
�
高
に
明
治
二
三
年
ご
ろ
通
っ

て
い
た
が
そ
れ
は
ど
こ
か
（
明
治
二
二
年
の
段
階
で
�

高
は
、
本
郷
弥
生
町
に
移
転
し
て
い
る
。『
向
陵　

�

高
百
年
記
念
』
年
表
を
参
照
）

・
大
正
期
の
教
育
調
査
会
の
議
事
録
は
ど
こ
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
か
。

・
明
治
期
の
卒
業
証
書
を
持
っ
て
い
る
の
で
大
学
に
正
式

に
寄
贈
し
た
い
が
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。

・
本
日
取
材
対
応
の
リ
ク
エ
ス
ト
。


